
監視・取締体制図

琵琶湖におけるプレジャーボートの主な利用状況について

≪高島市白鬚神社湖中大鳥居周辺≫

■夏季を中心に監視を行っているが、
近年の動力船の利用状況は落ち着いて
いる。

≪彦根市矢倉川河口部スロープ（松原スロープ）周辺≫

■「松原スロープ」と呼ばれる矢倉川
河口部のスロープ周辺では、水上オー
トバイによる騒音問題や、湖岸利用者
によるバーベキューごみの放置等の問
題が深刻化したため、平成30年度以降
は、夏季に入口の閉鎖を実施している。

■ 令和4年度は4月末から10月末まで閉
鎖を行ったが、令和5年度からは当面の
間、通年の閉鎖を実施している。

≪大津市南小松、北比良周辺≫
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■以上のことから、同地域については、特に重点的に監視
する地区として監視・取締を実施している。

■県内一円のマリーナ業者への啓発チ
ラシを配布や航行者への声掛けなど、
マナーの向上を呼び掛けており、宮司
からも現在の取組を継続してもらえれ
ば良いとの意見を頂いている。

■南小松周辺については、近年、琵琶湖において最も水上
バイク利用者が多い地域となっており、水泳場周辺の航行
規制水域での違反航行が後を絶たない。

・南浜水泳場（南小松）

・中浜水泳場（南小松）

■また、北比良地区については、湖岸と住居地域が近接し
ていることから、プレジャーボートによる騒音被害が問題
となっている。


